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子育て配慮住宅の計画手法
― 子育てに配慮した住宅に関するガイドライン（案） ―

国土交通省国土技術政策総合研究所住宅研究部長 長谷川　　　洋

１.はじめに

少子化が著しく進展している状況下で、
子どもを産み・育てやすい住環境の実現
が喫緊の政策課題となっている。『住生
活基本計画（全国計画）』（平成 28 年３
月 18日閣議決定）では、目標１として「結
婚・出産を希望する若年世帯・子育て世
帯が安心して暮らせる住生活の実現」を
掲げ、「結婚・出産を希望する若年世帯
や子育て世帯が望む住宅を選択・確保で
きる環境の整備」等を政策目標に位置づ
けている。
こうした状況を踏まえ、国土交通省国

土技術政策総合研究所においては、子育
て世帯にとって安全・安心で快適な住ま
い（以下「子育て配慮住宅」という。）
の計画手法についての研究を実施し、そ
の成果を「子育てに配慮した住宅と居住
環境に関するガイドライン（案）（以下「子
育て配慮住宅ガイドライン案」または単
に「ガイドライン（案）」という。）」と
して取りまとめ、平成 30年 12 月に公表
した。
本稿では、「子育て配慮住宅ガイドラ

イン案」の概要について紹介する。

２.子育て配慮住宅ガイドラ
イン案の構成

「子育て配慮住宅ガイドライン案」は、
次の内容で構成している。

(１)配慮テーマおよび配慮事項のポ
イント解説

子育て配慮住宅の計画に係る基本的視
点として、住宅に求められる基本性能（耐
震性能、防火性能、省エネ性能）を満た
したうえで、「子育て・子育ち」という
観点から特に配慮が求められる視点とし
て、次の４つの視点を設定している。
【視点１】子どもや妊婦にとって安全・
安心な環境：子育てで想定される住宅

内での事故リスクを軽減し、防犯性や
交通安全性、災害安全性等を備えた、
安全で安心できる住まい

【視点２】子どもの健やかな成長を支え
る環境：子どもの健康や学習、地域と
の交流等、子どもの健やかな成長（子
育ち）を支える住まい

【視点３】快適に子育てできる環境：子
育てで負担が増す家事や片付け、気遣
い等、日頃のストレスを軽減するため
の対応や、買い物の利便性等を備え
た、快適な子育てを支える住まい

【視点４】親（保護者）が快適に暮らせ
る環境：子育て中の親（保護者）が、
日常生活の中でくつろぎやゆとりを持
てるなど、個人としての快適な暮らし

表－１　住宅タイプ・空間等別の解説項目の全体像

図－１　整備内容・水準の解説のフォーマット
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を支える住まい
これらの基本的視点に基づき、具体的

に計画につなげる際の計 50 の配慮テー
マを設定し、配慮テーマごとに、子育て・
子育ちの観点からの当該テーマの必要
性・重要性、各テーマにおける計画上の
配慮事項の考え方のポイントについて解
説をしている。

(２)空間部位等別の整備内容・水準
の技術的解説

住宅の供給者や居住者（消費者）にとっ
て分かりやすいよう住宅の具体的な空間
部位である「住戸専用部分」、「共用部分
（共同住宅）」、「敷地内（戸建住宅・共同
住宅）」、および住環境の構成要素である
「立地環境」、「コミュニティ・地域活動」、
「子育て・子育ち支援サービス」の区分
ごとに、子育て配慮住宅としての整備内

容・水準の技術的な考え方や目安を解説
している。
住宅タイプ（戸建住宅、共同住宅（マ

ンション・賃貸住宅））、住宅の空間部位
や住環境の構成要素別に解説している項
目の全体像を表－１に示す。
また、整備内容・水準の解説のフォー

マットを図－１に示す。解説では、整備
内容の主旨や必要性が理解しやすいよう、
配慮テーマを参照できるようにしている。

表－２　住宅タイプ・空間等別の解説例（概要・抄)〈住戸専用部分：【リビング・キッチン】〉

図－２　 住宅専有部分の【リビング・キッチン】の計画上の配慮事項（例）
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さらに、当該テーマが特に必要とされる
子どもの年齢期、日本住宅性能表示基準・
評価方法基準の相当する等級等の情報を
付記している（３．参照）。

(３)各配慮事項の重要度の設定例
子育て配慮住宅としては、配慮事項の

すべてが満たされることが理想であるが、
一方で、住宅を供給・建築するうえでの
地域の住宅・土地事情、市場性や価格等
の条件に照らせば、すべての配慮事項を
実現することは難しい場合が考えられる。
また、子どもの年齢や対象とする住宅の
タイプ（住宅所有関係、建て方、構造）
の違いによっても、各配慮事項の必要性
は異なる。
そこで、子育て配慮住宅の市場での普

及やそれを支援する地方公共団体等の取
組みを推進するため、参考情報として、
子どもの年齢期、住宅タイプ、新築・既
存住宅（改修）別に、各配慮事項の重要
度ランクの設定の考え方と、具体的な重
要度の設定例について解説している
（４．参照）。

３.子育て配慮住宅の整備内
容・水準の技術的解説に
ついて

住宅タイプ・空間等別の整備内容・水
準の技術的解説の概要について例示する。
表－２は住戸専用部分の【リビング・キッ
チン】について、配慮事項ごとに技術的
解説の概要を示している。また、解説を
わかりやすく示す観点から、配慮事項を
パース図上に表現したものが図－２であ
る。

４.子育て配慮住宅の各配慮
事項の重要度の設定につ
いて

各配慮事項について、子育ての安全性
（事故の起こりやすさや事故が起こった
場合の重大さ）や快適性、子どもの健や
かな成長等に及ぼす影響の大きさに着目
し、重要度の評価について検討し、重要
度ランクの考え方・設定例を提示してい
る。重要度は、次の「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」
の３段階で評価・表示する。
・「Ａ」：子育て配慮住宅として確保さ
れていることが特に重要なもの（重要
項目）

・「Ｂ」：子育て配慮住宅として確保さ
れていることが望ましいもの（推奨項
目）

・「Ｃ」：子育て配慮住宅としてニーズ
等に応じて配慮することが考えられる
もの（検討項目）
なお、重要度の評価にあたっては、子

育て世帯が居住すると考えられる標準的
な住宅タイプを想定し、「乳幼児期での
居住が中心で、子どもの成長に伴い住み
替え」の場合、「小学生以降の時期から
の入居が中心」の場合、「乳幼児期に入
居し、小学生期以降も住み続ける」場合
の３パターンについて重要度の考え方を
示している。また、実現の難易度の観点
から、新築住宅と既存住宅の活用（改修
等）のケースに分けて示している。
表－３にリビング・キッチンについて

の重要度ランクの設定例を示している。
なお、「乳幼児期に入居し、小学生期以
降も住み続ける場合」は、「乳幼児期」

または「小学生以降」の高い方のランク
を適用する。

５.おわりに

子育て配慮住宅ガイドライン案は、事
業者における子育てに配慮した住宅の企
画・設計の基準づくり、地方公共団体に
おける子育てに配慮した住宅の普及に向
けた支援制度づくり等に活用されること
を想定している。
本ガイドライン案の全文は、下記の国

土交通省国土技術政策総合研究所のホー
ムページよりダウンロードが可能である
（http://www.nilim.go.jp/lab/iag/
guideline_HousingPlanning_childcare.
htm）。有効にご活用いただき、安全・安
心で快適な子育て配慮住宅の普及が進む
ことを通じて、新婚・子育て世帯の子ど
もを産み・育てやすい住まいの選択・確
保がより容易となることを期待している。
なお、本ガイドラインは、「（案）」を

付しているとおり、現時点での一つの考
え方を示したものある。今後、新たなノ
ウハウ・事例情報等の蓄積を踏まえつつ、
必要に応じて内容を精査・更新していく
予定である。

表－３　各配慮事項の重要度ランクの設定例〈住宅専有部分：【リビング・キッチン】〉
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